
・　　　　　　　　　　，麟織寧雛元欝麟謙総綱．　轡

▲誰縣藩　　li．II3’i’［ii）‘i’sllliil，，liiiill2暴轟鱒難議：

　　ご㍉一・一一マクP経済領域を中心．と七て一二≒‘《

秘誤：・二’1主’繧£1．’”；／一・一　　　　．，二・『∵・・　　　　　惑，v「1

ぞ編瓢薦○『：b窺三’1，山’∵ご：届蕉：三灘鰯∵

．．

巳・涜文、三鱈，れ，∴せ二　・　i（、．、t－…　．’t／z－；”“．”二・三一：二ご二汀

　　　　　　　　　　　1．　は＿、じ㌧めtr・に1．・一．・VI．　i・町∴一

二二’：玲言・苛賢㌘・・ざ1ぶ　…　　　言己○。　’i’i－『　”il・　L：・○こにじゴ

⇔デジッザ薮授くR二M。源，i。量1’〆實し類的1ま’；．・Ja許と経済学を包括

℃ぶ議議化吾る。と滝誌とばとは；彼薩書滅齢ら理

解することができる。そのなかでも，とぐに重要なものは，「会計と分析的

方法」である。彼の主張する会計の一般化とは，伝統的会計とマクロ経済領

域，すなわち，国際収支プ国民所得痴投入産出〆資金プロT［の4つの領域と

・を包括し統一することであった。これを図に示すと次のようになる。

．

㍉≒轡〒橿聯濃魍二・
一

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《a）　　　　・　　

　　　‥

　この一般化のために，マテシック教授は18個の基礎的前提，（basic－a寧如p

iti。ns）を提起している。この18個のうち二重性の前提≦dヲ1畑≡s頭p塵n）が1

太陽系の太陽のごとくその他の前提の中心に位置することを強調じながら，

つぎのように述べている。「もちろん，この二重性概念は）tその他の基礎的

　　　　　　　くめ
前提の中心にある。」そして，．ごの18｛固の前提を二重性シソドローメ（duality

鋤輌6ω．ピ名ジけてし｝るざ孝こ璽譜この小諭郵ま珪8個璽前提の中心となる

雲重性の煎提を基鞄験会計理論に4つのマクモ経済領域を包括できる塾“

？塗をシ曝ゾ鞭の仮設の正当性を検討してみるO・迄の小論でぱ・：ま裏ガ彼
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のいう二重性概念を明確にし，その属性をテスト基準として措定する。つい

で，4つのマクロ組済領域の各領域が，そのテスト基準に耐えうるかを明ら

かにする。

注（1）一般化を目的とした理由として，4つのマクロ経済領域が出現したことを挙げ

　　ている。（R．Mattessich，“Accounting　and　Analytical　Methods．，　p．8）

　（2）R．Mattessich，“The　ConsteIlation　of　Accountancy　and　Economics”　Accounting／

　　Review，　Vol．31，　No．4（October。1956），　p．551～64．　t‘Accounting　Reconsid－・

　　ered”Califomia　Management　Review，　Vol．2，　No．1（October，1959）p．384～

　　97．‘‘Accounting　and　Analytical　Methods．’，

　③　18個の基礎的前提として次のものを提示している。貨幣価値，期間，構造，二

　　重性，集計，経済的対象，貨幣的請求権に関する非公平性，経済的行為者，実体

　　経済的取引評価，実現，分類，データ・インプット，継続性，拡大，重要性，配

　　分。

　（4）R．Mattessich，‘‘Accounting　and　Analytical　Methods”p．20

2・一般化の検証のためのテスト基準

　会計の一般化のための理論形成において，マテシック教授は「二重性の前

提（duality　assumpti・n）」を中心概念に位置づけている。マテシック教授は，

この二重性の概念とは何かについて，次のように述べている。

　「二重性とは，一クラス内で一価値の二次元の分類と同形である経済事象．

　　　　　　ロバ
の存在をいう。」

　この概念規定の本質的な属性は，次の2つである。

　（1）計算の範囲が一クラス内であること。

　（2）一価値の二次元の分類。

　第1の「クラス」ということは，最小規模の企業内の各ディビジョン

（divisi。n）から，企業業種，産業，国民経済，現在における最大限の国際経

済までのものを措定している。すなわち，第1の属性は計算の行なわれる範．

囲の限定に関するものであって，その範囲は同一のクラスに属する経済単位
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のみから構成されなければならないということである。つまり，国と国，企

業と企業といった同じクラスを構成内容とする場所を計算の範囲として考え

ている。いいかえれば，国と企業といったような異なるクラスの経済単位か

ら成る計算範囲は，認められないということである。

　第二の重要な属性である「一価値の二次元の分類」とは，何を意味してい

るかを具体的な企業というクラスを用いて説明する。たとえば，A企業とB

企業が1面上に存在するものとして，A企業がB企業へx商品10個を＠￥100

で販売したとする。この場合，A企業はB企業にx商品10個を提供し，　B企

業はその対価として現金￥1，000をA企業に支払った。こそを図示すると，

次のようになる。

　マテシック教授によれば，上例において，二つの経済事象一X商品の移

転および現金の移転が生じたとみ，それぞれの価値について，二重性の概念

を適用する。まず，商品についていえば，彼の一価値の二次元の分類にした

がえば，A企業のx商品10個の減（△），　B企業のx商品の増（＋）という二っ

の面でとらえられる。同様に，対価としての現金￥1，000についても，現金

という一価値をA企業が受領したこと（＋）と，B企業が支払ったこと（△）を

指している。したがって，マテシック教授の二重性は，前図における1’面

上で成立する概念ではなくて，二つの企業一計算単位を含む1面上に成立

する概念である。すなわち，
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、この「一価値Q二次元の分類」という概念臨複式簿記の基礎となってい

る二嘩≒・モ・㌔る・とに鵡する必野1あe・たζ稽械教獅、

殿織の離搬≒し戸価値の二元輿を醐して1・［る・

　井尻教授のいう価値の二元性とは，A企業においてx商品の販売（△）と，．

現金の受嶺（十），また，B企業でej　x商品の仕入（ナ）と；現金の支払い（今）

をいう。つまり，一計算単位において二価値の因果関係，すなわち，交換を

意味している。価値の二元性を前図における1ノ面上の問題としている。

t＝ 要するに1マデシックWt授・i’二重性は，ニクラス（工面）内に計算単位が，

：2らもしくばそれ以上あって，その単位間で’：一価値（商品またほ現金）の提

　　　　ミ　ヘロ
供（△）と受入（＋）、というプロrが存在しなければなちないということにな

る。この場合でも，そのフローは同一クラスで行なわれなければならない6

＾

なお，ごの二次元の記録に関しては，複式記帳に限定せず，単一記帳でも

衰ダトフレでもよいと，一次のように述べている。「二重性の分類がT勘定，’マ

1トルゾ沃：，ll：配列きれだベクト：ル，一網自のよらなグラフのいずれの手段が用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
い、られるかほ⊆二重性の前提とは無関係であるo／ll：，∴∵ご’だ二乙；二そ一

　これまでのことを要約すると，次のようになる。t　’t　’t：“ノ’ご○、三㌍ン1「’
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1概 念 特に重要な属性

重

性

一クラス内で一

価値の二次元の

分類と同形とな

る経済事象の存

在

一クラス内
たとえば
　ディビジョン・業種・国民経済・国際経済

一価値の二

次元の分類

計算単位1万またはそれ以上

対象1単位間で一価値の増減の・・一

記SW式1特・・限定・ない

　そこで，一般化を検証するために，二重性概念の二つの重要な属性をテス

ト基準として，措定して，それらが4つのマクロ経済領域に合致するかを検

証しなければならない。要するに，

注（1）

　　（2）

　　（3）

Ibid．，　p．27．

井尻雄士著「会計測定の基礎」東洋経済新報社，p．43～63．

RMattessich，　op．　cit．，　p．26．

3・．国際収支のテスト

　国際収支とは，最初，「一年間に英国に入ってきた正貨と，英国から出て
　　　　　　　　　　　　　くめ
いった正貨の変動」をいった。これは，最初一国から始まったのではあるが

lg世紀以降多国間にまで拡大された。このように変った点は，一国から多国

間に拡大されたことであるが，この本質「一国の正貨の出入額の変動」は変

っていない。国際収支の表示形式としては，現在各国が用いている勘定形式

と，ミード教授（Meade）のマトリックス形式とがある。

、一般化のための第1のテスト基準を実施しよう。国際収支勘定は現在多国

澗で用いられており，その計算は，国と国の間で行なわれていることから，



114　　会計理論一般化における「二重性」の役割

国際収支の計算範囲＝クラスは最大限である国際経済ということができる。

　次に，第2のテスト基準を実施しよう。二重性の記録の形式は限定されて

いないので，ここでは，勘定形式の米国と日本の国際収支勘定をとりあげて

テストしてみる。米国は多くの国と取引をしているが，「一価値の二次元の

分類」を検証する場合，国と国の間の一価値の増減のプロ　一一であるから，日

本以外の国々との取引はテストする必要性はない。したがって，米国の国際

収支勘定は，日本以外の国との取引を考慮外におく。勘定科目はそれぞれ現
　　　　　　　　　　　　　（s）　　　　　　　　　　　（4）

在用いられている米国のものと，日本のものを適用する。

米国の国際収支勘定　（第1表） 日本の国際収支勘定　（第2表）

支出：

1．財輸入
2．軍サービス

3．その他のサービス

4．所得の送金と年金

5．一方的振替（正味）

　（a）私的送金

Φ醐齢（翻
6．資本流出

　（a）有価証券

　（b）短期投資

収入：

1．財輸入
　（政府融資以外）

2．サービス・所得・
　軍事的売却

3．外国資本の流入
　（正味）

（a）

餐艦驚嵩
　　の変動

　（b）その他の外国資

　　産の保有高の変
　　動

4．金の振替

5．誤謬と脱漏

1．財貨・非要素サー
　ビスの輸入：

　（a）商品（F．O．B．）

　（b）貨物運賃・保険

　　料

　（c）その他の運輸

　㈲その他の非要素
　　サービス

　（e）居住者（日本人）

　　の海外消費支出

鑑
2灘↑の要素所得

　（a股資所得

　（b）その他の要素所

　　得

3．金の振替

1．財貨・非要素サー
　ビスの輸出：

（a）商品（FO．B．）

Cb｝貨物運賃・保険

　料

（c）その他の運輸

（d）その他の非要素

　サービス

（e）非居住者（外国

　人）の国内消費
　支出

　旅行

　その他

2．海外から要素所得
　受取：

　（a）投資所得

　（b）その他の要素所

　　得

借　方　合　計．　　貸　方　合　計 借方合計　貸方合計

　米国の国際収支勘定（第1表）の借方項目および貸方項目は，すべて日本に

対するものである。すなわち，借方項目は日本からの財および用役の購入，

送金，および投資により，正貨の減少（△）を，日本の国際収支勘定（第2表）

の貸方項目は，それらにみあうものが示され，それだけ正貨の増加（＋）をも
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たらした。また，第1表の貸方項目と第2表の借方項目は，前述の逆の事象

により，米国の正貨の増（＋）と日本の正貨の減（△）を反映している。「金の振

替」は．一定期間の正貨の増減を期末に相殺して，その純額で決済したこと

を示している。以上のことを図示すると，次のようになる。

　この場合，一般化のための検証には不必要であるということから．米国と

日本の2国に計算単位を仮定したが，多国間になっても，この原理は変ら

ず，一国の借方は関係諸外国の貸方に等しい。

　このように，そこには国際経済というクラスに2つの計算単位（米国と日

本）が存在し，その単位内で一価値（正貨）の増（＋）減（△）のフローが反映さ

れている。したがって，一般化のためのテスト基準が満たされたことにな

る。要するに，

テスト基準

ク　ラ　ス 国 際 経 済

一価値の二
次元の分類 米国と日本との間の正貨のフロー

注　（1）　C．Lew三s，　t‘The　International　Accounts”P．12．

　（2）J．E．　Meade，‘‘The　Balan㏄of　Payments，，　The　Theory　of　Internatiomal　Eco－

　　nomic　Policy，　Vol．1，　p．335．

　、（3）、経済企画庁編「国民所得統計年報」昭和45年版，p．272・・v3．

　（4）R．Mattessich，　op．　cit．，　p．120．
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国民所得とは，最初，

4．国民所得のテスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
「一国の一年間の費用と費用控除後の剰余」をいっ

　国民所得勘定
所得および生産高勘定　（1） 個人処分勘定（fi）

支出，費用：

要素別支出

1．10賃金　　　（2．4）

1．11財産所得　（2．5）

1．12法人貯蓄　（5．3）

1．13法人税　　（3．5）

その他の付加価値

ユ．20個人への移転
　　　　　　　（2．6）

ユ．21間接税　　（3．7）

1．22政府事業の剰余
　　　　　　　（3．4）

1．30　減価｛賞去P費（5．6）

収益，所得：

1．40消費者　　（2．1）

1．50政府　　　（3．1）

1．60総国内投資（5．1）

1．70純輸出入
　　　　　（4．1，4．5）

総国民生産高

費用，支出

2．1消費者の購入
　　　　　　（1．40）

2．2個人税　　（3．6）

2．　3外国への移転
　　　　　　　（4．7）

2．　4個人貯蓄　　（5．　4）

収益，所得：

2．4賃金　　　（1．10）

2．　5財産所得（1．11）

2．6企業からの移転
　　　　　　　（4．7）

2．7政府からの移転
　　　　　　　③2）

2．8外国からの移転
　　　　　　　（4．　3）

個人支出＋貯蓄 個人所得

政府処分勘定（日）

総国民支出

外国取引勘定（N）

4．1輸出　　　（L70）

4．．2政府への移転
　　　　　　　（3．8）

4，3個人部門への移転
　　　　　　　（2．8）

4．4外国からの純借入
　　金　　　　（5．6）

4．　5輸入　　　（1．70）

4．　6政府からの移転
　　　　　　　（3．3）

4．7個人部門からの移
　　転　　　　（2．3）

4．8外国への純貸付金
　　　　　　　（5．2）

支出、費用：

3．1政府購入　（1．50）

3．2個人への移転
　　　　　　　（2．7）

3．3外国への移転
　　　　　　　（4。6）

3．4政府貯蓄　（5．5）

x”’一一一一一一一

借方合計

収入，所得：

3．4政府事業の剰余
　　　　　　（1．22）

3，5法入税　　（1．13）

3．6個人税　　　（2．　2）

3．7間接税　　（1．21）

3．8外国からの移転
　　　　　　　（4．　2）

政府支出＋貯蓄 政府収入．

貸方合計
貯蓄および投資勘定　（V）

投資：

5．1総国内投資（1．60）

貯蓄：

5．3法人貯蓄　（1．12）

5．　4個人貯蓄　　（2．4）

5．5蜘守貯蓄　　　（3．4）

5．6外国からの純借入
　　金　　　　（4．4）

5；　7減価償却費（1．30）

国富の総増加額 1 国富の緯増力噸
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た。現在，国民所得の概念規定は，生産，分配，支出という3面から行なう

ことができることはよく知られている。このペテー卿（Sir　Petty）による国民

所得の概念規定は，生産面から行なわれており，現在でもひろく用いられて

いる。この概念を適用して，国民経済を分析したものに，ケネーの経済表を
　　　　　　　　　くの
挙げることができる。この経済表は二重性にもとついていたが，概念に厳密
　　　　　　　　　くの
除さを欠いていた。この欠点を排除するため，1930年代に活発に論議され，

国民所得の勘定形式が40年代に，英国，米国，ノルウェーにおいてつぎつぎ

に考案された。この勘定形式は現在多くの国々で用いられている。各国で用

いられている勘定科目のなかから一般的なものをとりだすため，米国，OE

EC，国際連合のものから前頁のような勘定科目を導きだしてみた。国民

所得勘定は所得および生産高勘定（工），個人処分勘定（皿），政府処分勘定

（皿），外国取引勘定（IV），貯蓄および投資勘定（V）の5個から成る。

　このように，国民所得勘定は5つの基本勘定をもっている。これらの勘定

を簡単に次のように説明できる。

（表A）

1計算靴 計 上 項 目

工

皿

皿

w

V

企業部門

個人部門

政府部門

資本取引部門

外国部門

借方1生産活動・おけ・付加価齢額

貸fil生醐に対す破出紬

借方「個人mreの処分

貸方【闇纏纂鑓家計にサービス醍供する民間非営利

借方1雛厭のPth

貸方1舗畿聾鑛霧磯轍の移転の受取＋ua
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　　　　　　　　　タ・ス1国民経済・（5・？Q，部門）
　　▽テズト基準’
　　　　　　　　　瓢羨・9のセ鱈間禦のigi・・1．Ilii，ii・iiii

；＾ 　　　　　’　　　・　　　　　　　　　、1　　　　　　’J・　　　tt　　’1　　　．　　li　　・、こ　　㌍　　”　　S　：

㌻旙灘聴○轡∵1∵1蒸・・
1’・．J．（4）　tbi’d．，．p◆128～9二　　l　tk；　　・肇：　　fZ　　　．．・　　一こ　　’エ’　　1∵　　　tt　　St’　　　　　二

、ここへ　　　　tt　t　　3…　”tt　　　　”∴三　　　書　　3三　　二1＾　　：’：　　、・　　lff／、　．：・・　　　、　　　　　t，

二”．　　一メ　　1…．　‘t，　　lL：．E．：　：，ご　ぞ1ミニ　yr－s　！、　rE；：　r：：Y　’三ミ　㌍・

　　　二　＿緩｛臥難Qテ牢三b：三三∵一’三
1・．・・　　，t渓　1：…・・、．．：・、二□∫i．、；2－；；ミ三、

翌雇出と：いうきえ癒／±ン㌍転（L．Walras）；嬢る「珊均

鱗」□は○頂開さ鱒そ・輌、徹9経駐体の麟鯛傘存
を勇確にずちどとにあら亮めで：高度φ集合体をもらたマ）’b経済領域に対

して実施されたものではなかった・しカ；し・その種噸かれ，今日多くの反

麟㌶熟㌶繍畿鴛隠き績iルラス
　このように，このワルラスの考え方を・「国民経済内の産業間の財および用

律の・P・－」・・Cまで発展させたのがliiijiゾデ・三・麺あ鑑・オテ

ィエフ教授は・このような考え方の表示方法として，マトリッラ女を適用し

ている。この表示形式は，現在，米国の労働統計局およびその他の多くの国

々 で用いられている。労働統計局｝とよる1947年の71rトリ・；7・クスを簡単化する

　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　タ
と・次のよ．うぱる・（va）．　　　　tt…；．〆∴一．
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という擬制酌な蔀門をも設定する必要があつたのである。そして，さらに，

この外国部門を設定したのは，投入産出表を国民経済領域に限定するためで

もあったσしたがづて；このようなご’とから計算範囲＝クラスは「国民経
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た額」を表わす。産業連関分析で｝さ，．「欄4ラ醐入n「行」を産出と呼んでい

る。これらの関係を図示すると，次のようになる。
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　，：’・．・　．1．－t”k　ピ・　　≡ピsこ’葦’∫㍍：工，仁　：曇・
”6　　資金フローのテス下

最初…4’
・ 砥（M・⇒竺営ζ細・一の搬醐鞠か

2・・eよぱそれはF一部門寧る支払額鱒劫ち貨幣フ゜一の分析」と

竺舞：㌫二：三郵：氣轟鑑㌶：『：三二㌘

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ぷトに国で研究され，現在の勘定形式が考案されたのである。現在，米国で用いら

れてい蹟金・‥雛と・一プランド搬の1⑭と｝X欲の点で異嫡と

され，それを要約すると，’次の二点になる。　㌔　．．

資金フ・一勘定 対 象］笥舗内・容
現在のもの悟陪と信用、貯麟・び投資
コープランド教授のもの　　貨1 ∋蜘・一

　このように，資金フローの対象も分析内容も拡張されているが，，現在o資

金ブP一勘定においても，各国においてその表示範囲が異なっている。その

理由餓あ二づに麹できる。：T＝．

　（1）国民経済を構成する経済主体の分割の相違による。　　　”1　”t’　．

（2）一’；6部門相互商における資金フピ→をどの敢引までカバーするかあ違い

　　によるo‘・　　r・　　　『1　”

これらのことかち，’ 表示範囲が異なるとしても，資金フロー勘定の特質であ

る国民経済を構成ナる部門商あ貨幣と信用のフti　－kの分析は変らない。
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　そこで，資金フロー勘定の特徴を説明するために，米国のものを用いよう。
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を辞頒鱒鯉鰺鯉塑，迫部日コ鱒旗肇嘩灘垣牢資
傘の源泉を表わレている。下半分の勘定の足楓」は戸各部悶がどの方面に資
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外部門め資金不足ro億㊦ルは，，：唱国⑳輸出超過を意味じ鐸国民経済から金融

資産の増加（資金余剰）10億ドルに対応している。最後の金融部門は，資金余

剰（金融資産の増茄額A＞金融奏債め増加額Bう’あ部門から：濱蜜木感でA＜B）．

の部門へ資金を調達する媒介機能と通貨の供給機能をもらそel・る6：前勘定の

金融部門は・中央銀行と商業銀行の統制勘定となっている。このような各部

門勘定の特徴から，前図のよう：’fll関係がある。　一’　　　　　　．．一：

　gのように，国民経済を企業部門，家計部門，政府部門，金融部門，海外

部門の5つの部門を計算単位として，その単位間で貨幣および信用の増減の

フF　一一が存在する。このことによ．？？rlge化のためのテスト基準を満たすご

．とになる。・要するに，次のようになる。

テスト基準

クラス1国民経済（・つの部門）

一価値の二
次元の分類・

5つの単位間で貨幣および信用の増減の

フP一

注（1）W．Mitchelt“The　Flow．　of　Payinents，　Preliminary　Survey　of　Concepts　and

　　　Data．”　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．、一．

　．（2）M．A．　Copel⑪d，‘‘A．StU’dy　of、Mongyflows　ip－．th，e　Up．i讐gcl　StatclS”National

　　　Burean　of　E60riomic　’　Resehτch，1952．

　　（3）R．M・ttess三・h，・P．・it’，　P．　r32．　’　　”・・　’：t『　　・・rL・ニー：ぼひL；’1

　　（4）高橋泰三編「体系金融大辞典」東洋経済新報社・P・2◎1・一・1…’…’”

　（5）．R．　Mattessich，　op．　ciL，　P．133．ヒめ勘定は米国の資金フ1ロー勘定を若汗｝補足

　　　したものである。

　　　　　　　　　　　7・おわ，iLI1・ゼ≡・’：’　’’”　←恒i『1”

　これまで，二重性の前提を基準に，会計理論に4つのマクP経済領域を包

撤き：るというザヅ。磁授の仮設の正当性を灘してきた．’惑遊め

には・二離の前齢庭鴛難蝶き秦砕こ’2…マ・噸瀬域

霧・《竃鷺灘欝盤馨瓢璽翼：驚讐螺



ユ26　会計理論一τ般化におけゐ，「三重性㊨璽役割

であるこどとL・；価値の二次元の●類を措定じてy’また後者のごとがら次の「こ

とが派生するbすなわち。計算単位が2・つ，t劇ヒはそれ以上あってその単位

間で一価値の増減のプロ三が存在しなければならないということである。琴

するに・・次のように図示まき16。

　　　　・・i・…1－、

tkVt，こ抽みト基準がt　一・ク嘔醐域に齢するかどう擦概し

た。それによると，次のようにそれぞれテスト基準を満たした。

　　　　二①テスト基準　　　　　②

国際経済（国と国）1　　　　　　．，
　　　　　　　一国・際収1皮1

米国と日本との間の正貨の増減のフロー・

国民経済（5つの部門）

亘民経済

　　　　　

①

テスト基準・

　　　　『②

企業部問，個人部門；政府部門，外国部門，資本
取引部門の5つの計算単位間の所得の増滅のプロ

ー

‘
！
〆
｛

・国民経済（11の産業・非産部門）　・一二．丁 　　　　二’　　・、P

投入産出　　　　　一苛

s
t

　　　
①　　　　亀，

テスト基準　　　　’　　　　　②

　　　　　　　⊥

産業・非産業部門（計算単位）の財または用役の増コ減のフロー　　　　　　一　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

扇民経済（5つの部門）　　　　『　　　　・’　　　　　　　　　’

資金フ。ご：’

、　　　　　1

　　　　　　　一

　　　　　①
デスト基㌔ 企業部門’個人部門，政府部門1金融部阿海奔

把客三つの計算綱の貨幣およ岬の増減
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　このように，一般化のためのテスト基準に基づいて，マクロ経済領域を包

括できるという仮設は証明されたこ

とになる。したがって，会計理論

は，その基礎となる「二重性の前

提」に基づいて，4つのマクロ経済

領域を包摂することができる。それ

故に，会計か否かのよりどころとな

る論拠として，二重性概念が意義づ

けられることになる。この体系を図

示すると，右図のようになる。

　この二重性概念における一価値の

二次元の分類は，複式簿§己における二元性（＝交換）と異なることを再び注意ii　”t

しておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌻に三主ぷ三婁等

　　　　　　　　三．三．1：そ：∴∵二㌻審運懸

・　　ド織議灘纏1灘難縫罐縷灘嚢
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